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1．はじめに
筆者らは 2011 年より日本コンピュータ化学会
の会員として，独立行政法人科学技術振興機構
（JST）主催，科学技術を活用してよりよい社会
を実現するための方策を多角的に論じ合う複合型
イベントである「サイエンスアゴラ」に，本学の
学生と共にトークセッションやブースに参加して
いる［1］〜［4］。そして，筆者らはここで得た
経験を踏まえ，情報文化学科の人材育成として，
今後「科学コミュニケーター」の育成に力を入れ
ていきたいと考えた。そして今回，本学で，情報
と英語とネットビジネスを学ぶ学科として，地元
への貢献のためにサイエンス啓蒙活動を実施する
企画に到る。特に，今回は日本コンピュータ化学
会を通して，多くの研究者の協力を得ながら，継
続的に実施するための第一弾の活動と位置付けた。
2．実施目的
大学は地域の青少年及び成人にカガク（科学と
化学）の楽しさを伝えると共に，地域において人
と知識をつなぐ中核としての役割を果たすことが
期待されていると考える。新興都市にある若い本
学が地元の小学生，中学生，高校生および成人の
集まりに対して貢献した実績はまだ少ない。その
ため，これまで実績やノウハウのある学会からの
支援を受けて本企画を実施することで，大学と地
域の人と知識を繋ぐための足がかりとしたいと考
える。
日本コンピュータ化学会（SCCJ）［5］は 2002
年，日本化学プログラム交換機構（JCPE）と化
学ソフトウエア学会（CSSJ）が合併し発足した。
計算・理論・数学・統計学・情報処理等の手段を
用いる化学の研究及び教育に関わる研究者・技術
者・教育者の情報交換を促進し，この分野の進展
を図ることを目的としている学会である。2011
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年，この学会内に科学コミュニケーション企画室
が設置された。日本コンピュータ化学会では，
2011 年からサイエンスアゴラに出展し，AR 分子，
空の色実験，電子雲 3 次元ガラス彫刻模型，3D
プリンタで作成したタンパク質モデルなど，計算
化学による最先端の成果をバーチャル画像や実体
模型等で体験してもらっている。そこでの活動実
績を是非，本学で発揮していただきたいと協力の
依頼をすることに至った。
また，本学科ではキャリア教育を実現するため
に学生を社会に連れ出し，さまざまな体験をさせ，
社会人としての成長を促してきた［6］。さらに企
画を通して，学生が社会人としての成長をすると
共に，「自分たちがいかに科学に繋がり，それを
人に伝えるか」という科学コミュニケーターとし
ての成長を期待するプログラムとなることを目的
とした。
このように，本企画では「コンピュータと化学」
をキーワードとして，さまざまな角度から身近な
材料を用いた体験・実験を通して視覚的にカガク
を楽しむことにより，科学的な思考力を育成する
ための方法を模索するものである。
3．開催までの流れ
2013 年 2 月
・日本コンピュータ化学会理事会の席で協力を依
頼し，承認される。
・JST 科学技術コミュニケーション活動に対す
る JST の助成金書類を作成する。（3 月に提出
し，5 月に不採択の連絡）
5 月 4 日，5 日
・サイエンスカフェにいがたが応募した新潟県立
自然科学館出展［7］に展示協力者として参加
する。
6 月
・流山市教育委員会に本イベントへの後援を依頼
し，承認される。流山市教育委員会経由で流山
市内の全ての小学校と中学校への告知とポス
ター（図 1）を貼っていただけることになる。
7 月
・近隣の高校，およびこれまでオープンキャンパ
ス等に参加実績のある高校（287 校）へのポス
ターと案内文（図 2）を郵送する。
8 月
・「広報ながれやま 8 月 1 日号」に本イベントの
告知を掲載していただく。
・学生と共に流山市内の小学校，児童館（図 3），
学童クラブを訪問する。
・近所のマンションでポスター掲示を依頼する。
・セミナーの前日に開催されていた地域のお祭り
でチラシ配りを行う。
図 1　情報文化学科古里靖彦教授デザインによる本イベ
ントポスター
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4．実施内容
セミナーにおける講演のテーマと講師の一覧を
表 1 に示す。原子や分子といった肉眼では見るこ
との出来ない世界を，様々な角度からイメージ出
来るようにする展示や，カガクと日常生活とのつ
ながりが実感できる体験が用意された。また，折
り紙など子どもでも楽しめる身近な素材を用いて
カガクの学びにつなげ，最新技術の成果を視覚的
に体験できる展示するなど，多様なテーマで構成
された。
新潟県立大学の本間善夫先生は「サイエンスカ
フェにいがた」の事務局幹事であり，子どもから
研究者まで，身近な化学や最新の研究成果を紹介
することに非常に活躍されている。また，活動の
発信として Twitter や Facebook といったものを
上手く利用されている。こういったことに関する
ノウハウを学ばせて頂くこととした。
お茶の水女子大学の細矢治夫先生は日本コンピ
ュータ化学会の会長であり，また，これまでにも
図 2　各校に配布した案内状
図 3　児童館で広報活動
表 1　「サイエンスセミナー in江戸川大学」講師及び講演テーマ一覧
氏　名 所　属 テーマ
本間　善夫 新潟県立大学 「極小物質を数千万倍してみれば...」
細矢　治夫 お茶の水女子大学名誉教授 「分子や結晶の多面体を作ろう」
時田　澄男 埼玉大学名誉教授 「原子軌道のガラス彫刻」
後藤　仁志
佐々　和洋
豊橋技術科学大学
福井工業高等専門学校
「見えないタンパク質の拡張現実」
吉村　忠与志 福井工業高等専門学校 「エクセルで科学を楽しもう！」
中村　恵子 埼玉大学 「光るまゆ」
渡邊　寿雄 東京工業大学
「みんなのスパコン」TSUBAME
〜いろんなところで役立つスパコン！〜
加藤　大直 合同会社Genkei 「3Dプリンタで立体を作る」
神部　順子
八木　徹
江戸川大学 「空と海の色の秘密にせまろう！」
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折り紙を用いて数学や化学の楽しさについて多数
の講演をされている。また，副会長である産業技
術総合研究所の長嶋雲兵先生には全般的にアドバ
イスをしていただき，当日は「あらゆる質問に対
応出来る講師」として対応していただいた。埼玉
大学の時田澄男先生もこの学会の発足当時からの
会員で，ガラス模型で原子を表現する技術におけ
る第一人者である。
また，豊橋科学技術大学の後藤仁志先生は
2013 年 3 月 5 日に「第 1 回 計算物質科学“見え
る化”シンポジウム（TUT-CMSI）−“見えない”
科学から“見える”科学へ−［8］」を主催する大
学に所属しており，サイエンス啓蒙活動に対して
これまでにも多くの実績を重ねられている。当日
は福井工業高等専門学校の佐々和洋先生と豊橋科
学技術大学の大学院生によって目で見えないタン
パク質を拡張現実（AR）で表現していただいた。
福井工業高等専門学校の吉村忠与志先生はエク
セルを応用した著書を多数執筆されており，中学
生や高校生にこれまでない，エクセルを利用する
研究の楽しさを伝授してくださることを期待し
た。日本コンピュータ化学会の職員である中村恵
子先生は埼玉県で理科教育のために積極的な活動
をされている。今回は光るまゆについての説明を
していただいた。東京工業大学の渡邊寿雄先生に
はスーパーコンピュータを用いた複数のシミュレ
ーションに関する計算結果をモニターで示してい
ただいた。
また，ベンチャー企業である合同会社 Genkei
の加藤大直さんには 3D プリンタを実際に動かし
ていただいた。なお，筆者らは 2011 年度，2012
年度のサイエンスアゴラにて，日本コンピュータ
化学会の科学コミュニケーション企画室に協力す
るという形でトークセッションやブースに参加し
てきた。「サイエンスアゴラ 2011」では，「青空
と夕日を作りましょう」という体験実験と「空の
様子を知りたい？ 知りたい！」というタイトル
でトークセッションに参加した。「サイエンスア
ゴラ 2012」では，大気の様子をペットボトルで，
海の様子を水槽で，それぞれ簡易的に再現して体
感してもらうものを展示した。そこでは，助手と
して参加した本学科の学生（2011 年度 4 名，
2012 年度 3 名）はブースでの積極的な説明を通
して，来場者との交流を深め，貴重な経験を得て
いる。その経験を当日に活かしてもらうことを期
待した。
5．開催状況
当日までは問い合わせ先として，本学の総務課
の皆さんに御協力頂き，細やかな対応をしていた
だいた。あらかじめの参加予約や問い合わせのや
りとりが複数あり，それなりに手応えを期待しな
がら当日を迎えた。本学内のバス停にも大型にし
たポスターを貼っていただき，また，正門前に看
板（図 4）も準備していただいた。当日の入場者
数は一般参加として 31 名，学内学生の参加が 59
名であった。親子連れの小学生や中学・高校生が
一般参加者として来場し，各ブースの説明を熱心
に聞き入っていた。「夏休みの宿題に利用したい」
図 4　本学オープンカレッジ書道教室講師の村松恵子先
生による正門に掲げられた看板
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や「来年も参加したい」などといった声を聞くこ
とが出来た。
会場の様子を図 5 に示す。複数テーマの展示ブ
ースを用意したため，来訪者は自分の興味のある
テーマから自由に体験・見学をすることができた。
スタンプカード（図 6）および修了証（図 7）を
準備し，出来るだけ多くのブースをまわってもら
えるように配慮した。今回のポスターやカード類
は情報文化学科古里靖彦教授によるデザインで，
参加者にも大変好評であった。参加者はスタンプ
ラリーのカードをもらって各ブースを回り，説明
を聞き終わったところでスタンプを押してもら
う。スタンプがすべてそろったら , 抽選をして景
品をもらえる仕組みとした。抽選会も盛り上がっ
た。
本学の学生スタッフは各展示ブースのサポート
係として，展示準備から来訪者への解説なども行
なった。学生スタッフは，自らが感じたカガクの
楽しさを参加された人に伝える役割を担うことが
出来，学生にとっても貴重な学びの場となった。
さらに，学生が普段接することの少ない地域住民
の方々との交流を持つ良い機会となった。
当日の様子については，JCN コアラ葛飾の取
材を受け，夕方の番組「デイリーニュース」の中
でセミナーの様子が紹介された。
本セミナーは，大学として地域住民と知の交流
をする場を提供し，来場者にカガクと親しむきっ
かけとなるという目的を達成することができたと
考えている。今後はこのような企画を継続してお
こない，大学と地域のつながりを強めていきたい。
正直なところ，参加者の数は思っていたよりは
少なかったと感じた。だが，いらした方は非常に
熱心に講師とやりとりをし，それぞれに充実した
時間を過ごした様子であった。是非，来年も参加
したいという要望を頂戴したことが何よりの励み
となった。
さらに，講師の一人より，「閉校式での『サイ
エンスがこんなに面白いものだとは , 今まで気が
つかなかった』との学生代表挨拶に , サイエンス
セミナーを開いた意義が凝縮されているように思
う。」というコメントを頂戴した。本学科にとって，
学生をどう育てていくかについて改めて考えるき
っかけになったセミナーだとも言えよう。
後に発行された学生による新聞で本企画の特集
号（図 8）が発行された。学生が何を見て，何を
感じたかがよく表現されている。
図 5　セミナーの様子
図 6　参加者に配布されたスタンプカード（表）
図 7　スタンプカード裏の修了証
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図 8　情報文化学生瓦版　2013年 10月 27日第 2号「化学で世界は楽しく化ける」
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6．今後の課題
今回の実践を踏まえた上で，是非，来年度もこ
ういったセミナーを実施したいと考えている。そ
のためには以下のような検討課題が挙げられる。
まず，日程についてである。2013 年度は本学
のオープンキャンパス日程や，学科での他の行事
等と照らした上で，夏休みの終盤である 8 月 23
日に設定した。実行した後にわかったのだが，こ
の 8 月 23 日はすでに流山市の小，中学校では夏
休みの宿題を提出済みであった。つまり，「夏休
みの自由研究」に役立ててもらえない日程となっ
てしまった。そして，出来れば今後は本学近郊の
理科部，科学部等に所属している中学生，高校生
からの出展を要請していくことも企画に盛り込み
たいと考えている。そのためには，8 月末では学
内夏期講習中の高校があることが判明した。これ
らのことからも日程の再検討に迫られていると言
える。
また，今回のイベントに向けては流山市内で広
報活動を行った。だが，11 月 2 日，3 日の本学の
学園祭で，情報文化学科のブースに来場した小学
生に「どこの小学校に通っているのか」を聞いた
ところ，実はほとんどの子ども達が通うのは柏市
内の小学校であった。本学の地理的条件からは，
小学生，中学生らが自転車等で来学できるのは，
流山市内だけではない。出来るなら，さらに多く
の来場者を期待したい。そのためにも次回は広報
活動への戦略も立て直すこととしたい。
7．まとめ
「コンピュータと化学」をキーワードとして，
さまざまな角度から身近な材料を用いた体験・実
験を通して視覚的にカガク（科学と化学）を楽し
むことにより，科学的な思考力を育成するための
方法を模索するサイエンスセミナーを企画した。
さらにこのセミナーの知名度を上げ，もっと来場
者数を増やしたいという課題は残ったが，実践内
容としては非常に有意義なものとなった。
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